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研究成果の概要（和文）：白保4号頭骨についてはベトナムの旧石器時代人骨などとの類似性が示され, 港川1号
とは少々異なる形態を示すことがわかった。また、2号および3号頭骨の形態はこの4号ともまた異なることも明
らかとなった。歯については, 上下顎で程度の異なる咬耗や, 複数根をもつ小臼歯などの特徴が確認された。咬
耗の状態からは採食とは別の用途が示唆されるなど、旧石器時代人の生活の様相を垣間見ることができた。さら
に個体同定作業や残土の水洗作業を通じて、頭骨の存在する4個体に加えて、四肢体幹骨や歯の形成不全の症状
を示す個体の存在が明らかになり、今後の研究によって旧石器時代人の生活に関する新たな知見が得られるもの
と期待される。

研究成果の概要（英文）：It was indicated that the skull morphology of Shiraho 4 has some similarity 
with specimens from southern area such as Vietnam, but it is not necessarily similar to that of 
Minatogawa 1 which is geographically more closely placed. It was also shown that the skulls of 
Shiraho 2 and 3 are morphologically different from Shiraho 4, respectively. As for the dentition, 
several characteristics were observed such as the premolars with multiple roots, and significantly 
different levels of attrition seen between the upper and lower teeth of at least two individuals. 
The latter indicates that these people might have used their dentition for the purpose other than 
food preparation, such as some kind of tool. The existence of an individual with some systemic 
illness was revealed through thorough investigation of postcranial parts. Further research is needed
 to gather more information, including the etiology of this individual, to know about the actual way
 of life of these paleolithic people.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
長らく日本列島の旧石器時代人像としては港川1号人骨の形態特徴に基づいた知見がほぼ唯一の情報源となって
いたが、白保遺跡から発見された3個体分の頭骨の分析からは旧石器時代の琉球列島人にはある程度の形態変異
があったことが示唆されたことで、これまでの認識を新ためて問い直す必要性が示された。社会的にも、従前か
ら継続していたプロジェクトと本研究によって白保4号の頭骨をデジタル復元し、復顔により生前の顔貌を再現
した結果が地元沖縄を含めた複数機関で展示され反響を呼ぶなど、その意義は大きく、今後さらに分析が進むこ
とで旧石器時代人の姿がより詳しく明らかにできれば、日本の歴史解明の一助にもなることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 琉球列島は国内で更新世人骨が発見されるほぼ唯一の地域であり, 更新世に最初に日本列島
へ到来した人類に関する研究において, 最重要地域である。なかでも沖縄本島南部の港川遺跡か
らは約 2 万年前の少なくとも 5 個体分の全身あるいは部分骨格が発見されており, 更新世の日
本列島人の姿かたちを知るためのほぼ唯一の手がかりとなってきた。 
 
(2) こうした状況の中, 2013 年に新規開港した石垣空港の建設にともなって白保竿根田原洞穴
遺跡の存在が明らかとなり, 1000点を超す大量の人骨資料が発見された(沖縄県立埋蔵文化財セ
ンター, 2013, 2017)。人骨の出土状況からは洞穴が長い年月にわたって墓地あるいは墓域のよう
に利用されたことが示唆され、また遺体を土に埋めずに安置する「風葬」によって弔われたこと
も推察された。 
 
(3) これらの人骨資料をより詳細に調査し, 既存の旧石器時代人骨や後の時代の縄文時代人骨な
どと比較することで, 更新世日本列島人の実像･実態をこれまでにない精度で明らかにできると
の期待のもと, 研究を開始した。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) 本研究では, 白保人骨の主体を占める更新世末から完新世初頭の全身にわたるすべての人骨
標本について, 骨形態学的なさまざまな手法により分析し, 先行実施してきた頭骨のデジタル
復元結果とも合わせて白保の人々の身体的特徴を明らかにすることで, 彼らの「姿かたち」につ
いて出来得る限りの精度で明らかにすることが主たる目的であった。 
 
(2) これに加えて, 白保人骨に残る病変や傷跡など, 彼ら自身の生活痕跡を実証的に分析するこ
とにより, 彼らの「暮らしぶり」を明らかにすることがもうひとつの目的であった。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 個体同定作業はおおまかに実施済みではあったが, 非常に貴重な旧石器時代人骨であると
いうことで, まずは徹底した観察・確認作業により個体識別をさらに進めた。これに関連して, 
発掘現場で記録された出土地点の座標値データの整理活用方法を検討した。 
 
(2) 頭蓋骨および歯の形態の計測学的および非計測学的分析を実施し, 体肢骨についても計測
や観察を進めた。歯や骨に残る生活の痕跡を吟味検討もおこなった。白保 4号を中心とした一部
の資料については表面形状のデジタルデータ化を実施した。 
 
(3) 比較資料として中国の更新世人骨資料や, 本州の縄文時代人骨, 沖縄の先史時代人骨につ
いて, 頭骨の計測, 歯の計測と分析, 四肢骨の表面形状データの取得を進めた。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 開始後は個体同定作業をさらに進めたものの、大きな進展は見られず、白保 3号頭骨につい
ては残念ながら対応する四肢骨を特定するには至らなかった。またその過程で発掘時の残土が
確認され、水洗して骨片等の回収を試みたところ、数点の資料が追加されたものの、個体などへ
の帰属は不明であった。 
 
(2) 形態分析の成果として、頭骨に関して, 特に白保 4 号についてはベトナムの旧石器時代人
骨などとの類似性が示され, 港川 1号とは少々異なる形態を示すことが明らかとなり, 論文発
表した。2号および 3号頭骨の形態はこの 4号ともまた異なることも明らかとなった。 
 
(3) 歯については, 上下顎で程度の異なる咬耗や, 複数根をもつ小臼歯などの特徴が確認され, 
咬耗の状態からは採食とは別の用途が示唆された。また歯の計測値の分析によれば白保人の歯
は現代日本人や縄文時代人と比較して大きく, 特に頬舌方向に大きい傾向が認められた。 
 
(4) 体肢骨の観察と計測により, 白保人骨の中に骨形成不全の症状を示す個体が含まれている
ことが示された。歯の分析においても形成不全が見られる個体が確認されており、この病変個体



のものである可能性がある。具体的な病名の特定には至っていないものの, 旧石器時代人の生
活の様相を知る上で非常に興味深い事例である。 
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